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松
岡
会
長
ら
が
〝
対
馬
藩
主
〟
な
ど
に
扮
し
参
加 

広
島
と
世
界
を
結
ぶ
平
和
の
祭

典
「
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
4
年
ぶ
り
に
、
広
島
市
の
平
和

大
通
り
や
平
和
記
念
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
（
6
月
10
日
と
11
日

＝
本
年
は
G
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

が
広
島
市
で
開
か
れ
た
た
め
、
例

年
の
5
月
開
催
日
を
6
月
に
変

更
）
。
今
回
が
46
回
目
を
数
え
ま

す
。 

初
日
、
韓
日
友
好
親
善
「
朝
鮮

通
信
使
行
列
」
再
現
パ
レ
ー
ド
に

は
、
広
島
の
学
生
や
広
島
韓
国
教

育
院
、
広
島
韓
国
人
連
合
会
、
広

島
民
団
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
か
ら
松
岡
盛

人
会
長
ら
が
〝
対
馬
藩
主
〟
な

ど
に
扮
し
て
参
加
、「
通
信
使
行

列
」
を
通
じ
、
広
島
と
大
邱
、
日

本
と
韓
国
の
末
永
い
親
善
友
好

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

○
す
べ
て
の
人
の
生
命
を
大
切

に
し
ま
す 

○
ど
ん
な
暴
力
も
許
し
ま
せ
ん 

○
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
助

け
合
い
ま
す 

○
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え

ま
す 

○
か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境

を
守
り
ま
す 

○
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
ま
す 

（ 

「
わ
た
し
の
平
和
宣
言
」は
、
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
者
た
ち
が
起
草
し
た

６
項
目
の
誓
い
） 

 

会
連
盟 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ

ス
コ
連
絡
協
議
会
）
が
、
6
月
24

日
（
土
）、「
子
ど
も
に
寄
り
添
う

持

続

可

能

な

社

会

づ

く

り 
 

～ 

 

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
広
島
ユ
ネ

ス
コ
協
会
の
松
岡
会
長
（
右
端
）
ら 

大
邱
マ
ダ
ン
（
広
場
）
で
は
、
ユ
ネ

ス
コ
協
会
員
が
応
援
に
立
っ
た 

杉

並

ユ

協

が

平

和

学

習 

 

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
２
０
２

３
年
度
総
会
が
、
5
月
27
日
（
土
）

に
開
か
れ
、
22
年
度
の
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
23
年
度
の
事
業

計
画
や
予
算
、
役
員
人
事
を
審
議
、

全
員
の
賛
成
を
持
っ
て
承
認
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
本
年
度
は
協

会
設
立
50
周
年
の
記
念
行
事
の

開
催
（
式
典
や
記
念
誌
の
発
行
） 

を
は
じ

め
、
青

少
年
対

象
語
学

講
座
や

高
校
生

国
際
理

解
セ
ミ

ナ
ー
、

ユ
ネ
ス 

コ
サ
ロ 

ン
、
活
動
奨
励
賞
事
業
、
韓
国
ユ

ネ
ス
コ
大
邱
協
会
友
好
親
善
訪
問

団
受
け
入
れ
・
交
流
、「
平
和
の
鐘

を
鳴
ら
そ
う
」
の
集
い
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
役
員
人
事
で
は
、
松
岡
盛
人

会
長
（
再
任
）
ら
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。 

（
新
年
度
事
業
計
画
の
主
要
活
動
と
役 

員
人
事
は
、
2
頁
に
紹
介
） 

わたしの平和宣言 

 

中
ブ
ロ
研
究
会
in
岩
国 

 

フ
ラ
ワ
ー 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

「
朝
鮮
通
信
使
行
列
」
再
現
パ
レ
ー
ド 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活

動
研
究
会
in
岩
国
（
主
催
：
公
益

社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協 

 

会 

日
本
の
子
ど

も
た
ち
の
今

～
」
を
テ
ー
マ 

に
開
か
れ
ま 

し
た
。
広
島
ユ 

協
か
ら
は
、
松 

岡
会
長
ら
4

名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

 

 

https://www.unesco.or.jp/hiroshima/ 

 

 

 

杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会
青
年
部
の

皆
さ
ん
が
、
広
島
平
和
学
習
（
第

22
回
広
島
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
）
の

た
め
、
広
島
へ
来
ら
れ
ま
し
た
。
広

島
ユ
協
は
、
３
月
27
日
（
月
）
と

28
日
（
火
）
の
２
日
間
、
受
け
入

れ
の
お
世
話
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

27
日
の
被
爆
体
験
講
話
で
は
、
小 

倉
桂
子
さ
ん
の
お
話
を
聴
き
、
28

日
に
は
国
連
ユ
ニ
タ
ー
ル
広
島
事 

 
 

務
所
で
、

「
広
島
の

原
爆
か
ら

の
復
興
」

に
つ
い
て

の
お
話
を

伺
い
ま
し

た
。 

<

平
和
・
世
界

遺
産
部
会> 
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設

立

50

周

年

事

業 

 

平

和

の

鐘

を

鳴

ら

そ

う 

 

活

動

奨

励

賞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

Ｇ
７
広
島 サ

ミ
ッ
ト 

ヒ

ロ

シ

マ

の

願

い

届

け 

 

核
兵
器
廃
絶
、
戦
争
の
な
い
世
界
を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙

面

刷

新   

 

「
G
７H

I
ROSHI

MA

」
の 

歓
迎
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト 

７
カ
国
首
脳
の
手
に
よ

っ
て
植
樹
さ
れ
た
被
爆

桜
の
苗
木 

招
待
国
イ
ン
ド
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
ガ
ン
ジ
ー
の

胸
像 

 

サ
ミ
ッ
ト
後
、
平
和
記
念

公
園
を
訪
れ
る
、
多
く
の

観
光
客 

 

*

「
英
語
で
ガ
イ
ド
in
ひ
ろ
し
ま
」 

（
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
共

催
事
業
） 

と
き
・
7
月
29
日
、
30
日 

会
場
・
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

*

「
英
語
で
語
ろ
う 

ひ
ろ
し
ま
」 

と
き
・
10
月
15
日
（
日
） 

*
 

高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー 

（
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
共
催 

教
育
部
会
連
携
） 

と
き
・
12
月
17
日
（
日
） 

10:

00
～
12
：
30 

会
場
・
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

 
<

青
少
年
育
成
部
会> 

 

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
設
立
50
周

年
に
当
た
り
、
記
念
事
業
を
企

画
。
実
行
委
員
会
で
協
議
を
重

ね
、
具
体
的
な
事
業
内
容
が
煮
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。 

＊
記
念
式
典 

実
施
日
は
２
０
２
４
年
3
月

3
日
（
日
）
。
記
念
講
演
や
活

動
奨
励
賞
表
彰
式
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
予
定
。 

＊
50
周
年
記
念
誌
の
発
行 

＊
各
種
行
事
を
、
50
周
年
記
念

の
意
義
を
込
め
て
行
う
。 

 
      

    
 

 
 

<

事
務
局> 

鐘
楼
前
で
行
い
ま
す
。広
島
大
学
附

属
高
校
生
を
は
じ
め
と
す
る
代
表

3
名
の
平
和
の
ス
ピ
ー
チ
、
合
唱
、

黙
祷
、平
和
の
鐘
を
打
鐘
し
平
和
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。 

 
 

<

平
和
・
世
界
遺
産
部
会> 

本
年
度
も
、
第
26
回
広
島
ユ
ネ

ス
コ
活
動
奨
励
賞
事
業
の
実
施

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

募
集
要
項
等
の
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
９
月
30
日
（
土
）
応
募
締

め
切
り
と
い
た
し
ま
す
。
表
彰
式

は
、
来
年
3
月
3
日
（
日
）
、
広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
設
立
50
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
予
定
で
す
。
多
数
の
学
校
・

団
体
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

<

教
育
部
会>

 
 

* 

朝
鮮
通
信
使
パ
レ
ー
ド
・
マ

ダ
ン
広
場
支
援 

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ユ
ネ
ス
コ
」
を
ご

愛
読
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
か
ら
紙
面
を
刷
新
し
、
2

㌻
建
て
、
カ
ラ
ー
刷
り
に
装
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。<

広
報
部
会> 

大
邱
協
会
訪
問
団
受
入
ほ
か 

*
 

サ
ロ
ン(

第
１
８
３
回) 

と
き
・
8
月
26
日
（
土
） 

14:

00
～
15:

30 

 

会
場
・
広
島
市
国
際
青
年 

会
館 

研
修
室
B
・
C 

 

講
師
・
出
山
智
樹
さ
ん 

演
題
・「
原
爆
ド
ー
ム
と
私
」 

*
 

新
春
コ
ン
サ
ー
ト
（
50
周
年 

記
念
式
典
に
併
せ
）
文
化
部
会 

本 

年 

度 

の 

主 

な 

活 

動 

 

 

青

少

年

対

象

語

学

講

座

 

 

*
 

韓
国
ユ
ネ
ス
コ
大
邱
協
会 

友
好
親
善
訪
問
団
と
の
交
流 

と
き
・
11
月
10
日
（
金
）
か
ら

13
日
（
月
）
ま
で
の
４
日
間
。 

 
 

 

第
7
次
姉
妹
協
定
締
結 

 
* 

国
際
フ
ェ
ス
タ
参
画 

 
 

と
き
・
11
月
19
日(

日) 

 
 

会
場
・
国
際
会
議
場
に
て
展
示 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
<

国
際
部
会> 

ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン 

第
22
回
「
平
和
の
鐘
を
鳴
ら

そ
う
」
の
集
い
を
、
8
月
15
日

（
火
）
、
10
：
00
～
11
：
00
、
広

島
平
和
記
念
公
園
「
平
和
の
鐘
」

鐘
楼
前
で
行 

ユネスコ会員を募集しています。 

https://www.unesco.or.jp/hiroshima/入会案内 

２０２３・２０２４年度 役員 

役  員 構  成  員 

名誉会長 松井一實（広島市長） 

名誉顧問 平岡 敬  秋葉忠利 

顧  問 伊東亮三  亀井 章  中山修一 

参  与 
藤井正一  井尾義信  世木田寛子 山本隆信 

柴田幸子    松原博子  井上哲一 

理 

  

事 

会 長 松岡盛人 

副会長 

古田碩永（総務・組織・広報部会担当） 

畑口 實（平和・世界遺産部会担当） 

藤井孝行（文化・国際部会担当） 

湯浅克廣（教育部会担当） 

横佩智恵（青少年育成部会長兼任） 

組織部会 ◎(兼)森木 学 ○児玉賢司  中道紘二 熊谷直行 

青少年 

育成部会 

◎(兼)横佩智恵 ○渡邊優子   木原 亮 

    上久保昭二 坂口英司 

教育部会 ◎坂本美智子 〇伊藤隆宣  足立柳子 岡本洋子 

文化部会 ◎髙田幸子  ○川迫輝嗣  大村直生 木舩裕美 

国際部会 ◎政木恵美子  ○山本朝世  平井 勇 

平和 ・世界

遺産部会 
◎内田一士  ○岩田公正   中本信子  阿部頼繁 

広報部会 ◎岡平裕次  ○藤川和康 清水昌法 

事 務 局 森木 学（事務局長） 

監  事 國田 繁   梅本昌子 

◎：部会長   ○：副部会長 

 

 

 

 

 


